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1 はじめに

車両がセルラ通信によって定期的にサーバから自車

両周辺の事故や渋滞の発生位置を取得し，カーナビ等

の画面に表示するシステムを考える．また，このシステ

ムはドライバの要求に応じて，任意の位置における車

載カメラ画像をセルラ通信等によって収集し，カーナ

ビ等の地図上へ表示する．このようなシステムにおい

ては，複数のドライバが同じ事故や渋滞の発生した位

置周辺の画像を要求する可能性が高い．セルラ通信で

はサーバと車両が一対一で通信するため，複数の車両

による要求に対して同様の応答が複数発生してしまう．

一方，IEEE802.11ベースの無線 LANによるブロード

キャスト型の車々間通信 (VANET) では，同様の情報

を複数の近隣車両に一度に配布できる．そこで，セル

ラ通信と VANETを併用することで，類似の位置の画

像要求に対する応答時のデータ通信に伴うセルラ通信

のトラフィックを削減する手法を提案する．

　筆者らは，無線 LANやセルラ通信等の複数の通信

経路を用いて通信を行う通信回線共有方式 [1] を提案

している．[1] は，複数の移動端末によってクラスタ

を構築し，クラスタ内の端末のホームアドレスに対し

MobileIPの気付けアドレスを複数与えることで，クラ

スタ内の移動端末がそれぞれもつインターネットへの

経路を複数同時に利用する．[1]はクラスタ内の一つの

端末の通信トラフィックを IP上で分散させるものであ

るが，一方，本稿で提案する手法は，図 1に示すように

本来別個に発生されたデータ転送要求に対し，その応

答のためのトラフィックを分散させることを目指して

Aggregation of similar requests from proximity vehi-
cles and pre-distribution of requested information us-
ing vehicular ad hoc network for a system providing
drivers with location-dependent images
Kento OHNUKI†, Katsuya MATSUMOTO, Ryosuke ITO,
Susumu ISHIHARA‡
†Faculty of Engineering, Shizuoka University
‡Graduate School of Engineering, Shizuoka University

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C0 

C1 

C2 
C3 

C4 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

  

 

図 1: セルラ通信とVANETを併用した協調ダウンロー

ド手法

いる．本手法はアプリケーション層の技術であり，特

定のネットワーク層以下のプロトコルを前提としない．

2 セルラ通信とVANETを併用した協調ダ

ウンロード手法

2.1 前提条件

サーバは事故や渋滞等のイベントの位置，およびそ

れに関連する画像の情報を所有しているものとする．各

車両は定期的に自車両の位置情報をセルラ通信でサー

バに送信する．サーバは受信した車両の位置周辺で発

生したイベント (事故，渋滞，工事など) を検索し，イ

ベントがある場合，その要約情報を車両に送信する．イ

ベントの情報はアイコンや文字で車載機の地図上に掲

示される．ドライバは地図上の任意の地点をポイント

したり，アイコンをポイントすることで，その位置や

イベントに関連した画像を要求する．

　サーバは，図 2 (a) に示すように画像データを固定

長 Lのデータチャンクに分割する．また，画像は図 2
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(a) 画像データの分割

 

 

 

 

(b) 画像のメタ情報

図 2: 画像のデータの分割とメタ情報

(b) に示すようなメタ情報を持つ．

2.2 セルラ通信と VANET を併用した協調ダウン

ロード手法

提案手法では，要求車両と要求を受け取った周辺車

両が協調してサーバから目的の情報を分割してダウン

ロードし，VANET上で共有する．提案手法の動作手

順を図 1に示す．

1⃝ 要求車両は，指定した位置座標における画像のファ

イル IDとメタ情報をセルラ通信を用いてサーバ

に要求しダウンロードする．

2⃝ 要求車両は，取得する画像データのファイル IDと

メタ情報ならびに自身の車両 IDを含んだ協調要

請メッセージを周辺車両へブロードキャストする．

この時，要求車両は周辺車両からの応答を待つの

に十分なタイムアウト時間を設定する．

3⃝ 協調要請メッセージを受け取った周辺車両は，指

定されたファイルのチャンクをローカルストレー

ジ内から検索する．該当するチャンクを保持して

いる場合，自身の車両 IDと該当するチャンクの

リストを含んだ協調応答メッセージを要求車両に

対してユニキャストする．

4⃝ 周辺車両からの協調応答メッセージを受信した要求

車両は，自身を含むダウンロードに参加する車両

の ID と各車両がもつチャンクのリストに基づい

て，各車両にダウンロード，もしくはローカルスト

レージから呼び出してVANETで共有するデータ

チャンクを割り当てる．この時ローカルストレー

ジにチャンクをもつ車両があるならば，そのチャン

クを利用することを優先する．要求車両は，この

割り当て指定情報と要求する画像のメタ情報から

なるダウンロード要求メッセージを生成しブロー

ドキャストする．この時，周辺車両がデータチャ

ンクをサーバからダウンロードし，VANET上で

ブロードキャストするために十分なタイムアウト

時間を設定する．

5⃝ 要求車両およびダウンロード要求メッセージを受

信した周辺車両は，自身に割り当てられたデータ

チャンクをセルラ通信でサーバからダウンロード

する．

6⃝ 各車両は，すでに持っているデータチャンク，もし

くはダウンロードしたデータチャンクを VANET

上でブロードキャストする．

要求車両は，すべてのデータチャンクを取得した場合

は，各データチャンクから元のデータを復元する．タ

イムアウト時刻においてすべてのデータチャンクが集

まっていない場合には，要求車両は未収集のデータチャ

ンクに対して再度ダウンロードの割り当てを行う．こ

の時，自身との接続性が確認できている車両を優先し

て割り当てる．

　要求車両がに他の要求車両から協調要請メッセージ

を受信することが考えられる．指定されたファイル ID

が同一である場合，要求車両は自身が取得済みのチャ

ンクがあることを協調応答メッセージで通知する．そ

うでない場合は自身の要求を優先し，他車両の協調要

請メッセージに対する応答は生成しない．

　データチャンクは VANET上でブロードキャストさ

れるので，通信範囲内の車両はこのチャンクをオーバー

ヒアしてキャッシュする．こうしてキャッシュされたチャ

ンクは新たに自身，あるいは他の車両で発生した同一

IDのデータの取得時に再利用される．

　 VANET上でのデータチャンクのブロードキャスト

やセルラ通信の過程でデータが失われる可能性がある．

これに対応するために同一チャンクを複数車両に割り

当てたり冗長性のある符号化を用いてチャンク分割を

行う．

3 まとめ

本稿では，要求車両と要求を受け取った周辺車両が，

協調してサーバから目的の情報を分割してダウンロー

ドし VANETで共有する手法を提案し，実現上の課題

と対策を議論した．今後はシミュレーションにより同

手法の効果を検討する予定である．
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